
放課後等デイサービス アリス

児童発達支援・放課後等デイサービスにおける
支援プログラム 公表

作成日：令和7年2月6日

合同会社 ОZ ワールド



「知恵」と「勇気」と「心」を育み、ともに経験を重ねながら成長できる療育を目指して

法人理念

アリスの療育

＜支援方針＞

・健全な成長に必要な生活リズムの獲得を基礎として清潔面の保持、身だしなみ等に対する意識づけなど
社会生活に必要な生活スキルの向上を図ります。

・子どもたちがいろいろな人との関わりを通して、コミュニケーション力や集団生活への適応能力向上を
目指します。

・日々の様々な活動や体験を積み重ねながら、あきらめない心を育て、「できた！」という喜びや達成感を
味わせ、次への自信につながるよう 個人を尊重し、誠意をもって支援を行っていきます。

＜重点事項＞
ＳＳＴによる適応能力とコミュニケーション能力の向上



事業所情報

月曜～金曜日

日曜、お盆、年末年始、祝日

月曜～土曜日

あり ※お住いの地域によっては、要相談

営業日

休業日

営業時間

土曜、長期休暇

放課後～17:30

10:00 ～17:30

送迎の有無

サービス
提供時間

10:00 ～19：00



支援内容

本
人
支
援

健康・生活

毎日の健康管理と小さなサインから心身の異変に気づけるよう、観察を行います。
睡眠、食事、排泄等の基本的な生活習慣を形成し、必要な生活リズムを身につけられるよう支援します。また、衣服の調節、
室温の調節や換気、病気の予防や安全への配慮を行います。
登降所時の身辺処理（靴の用意や着脱、荷物の整理、提出物の管理など）を児童に合わせ実施し、習慣化出来るように支援し
ています。
いろいろな遊びの中で十分に身体を動かし、様々な活動に親しみ、楽しんで取り組めるように支援しています。

運動・感覚
保有する視覚、聴覚、触覚、嗅覚、固有覚、前庭覚等の感覚を十分に活用できるよう、活動や製作、遊び等を通して支援しま
す。
感覚の特性（感覚の過敏や鈍麻）を踏まえ、感覚の偏りに対する環境調整等の支援を行います。

認知・行動
一人一人の認知の特性を理解し、自分に入ってくる情報を適切に処理できるよう支援します。また、こだわりや偏食等に対し
ても支援を行います。
感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防及び行動への対応の支援を行います。

言語
コミュニケーション

個々に配慮された場面における、人との相互作用を通して、相手と同じものに注意を向け、その行動や意図を理解・推測する
といった共同注意の獲得や場面に応じた言動・対応など人との関わり方についての学びなどを含めたコミュニケーション能力
の向上のため支援を行います。
コミュニケーションを円滑に行うためには、伝えようとする側と受け取る側の人間関係や、そのときの状況を的確に把握する
ことが重要であることから、場や相手の状況に応じて、主体的にコミュニケーションを展開できるよう支援します。

人間関係
社会性

思いに寄り添った言葉がけに努め、職員と児童の良好な関係形成を図ります。
集団活動を通して、ルールや順番を守ること等の協調した関わりを持てるように支援します。
他者との適正な距離感の把握が出来るように、適宜声掛けをを行い、他者との良好な関係形成を支援します。。

支援内容

家族支援 連絡ノート、送迎時の随時情報共有をするとともに、必要
に応じて面談を設けて、不安や困りごとへの相談援助を行
います。

移行支援 学校や関連の医療・福祉施設と情報交換や担当者会議を行
い、包括的に支援を行える環境を作り、支援します。

地域支援
地域連携

相談支援事業所や障害福祉サービス事業所との連携
学校や併用利用事業所との情報共有の為の担当者会議

職員の
質の向上

・虐待研修の実施 ・研修会の参加と伝達講習
・児発管等資格取得の支援

主な行事 お花見、野菜の植え付け、プール・川遊び、芋ほり体験、ハロウィーン、クリスマス会、もちつき、初もうで、豆まき、ひな祭り
季節の制作、月１回の調理・お出掛け
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